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　民
主
的
自
治
体
労
働
者
論
と
は
、「
自

治
体
労
働
者
自
身
の
働
き
方
や
権
利
・

労
働
条
件
の
確
保
」
と
「
地
域
住
民
の

生
き
・
働
き
・
生
活
す
る
権
利
の
改
善

や
地
方
自
治
の
発
展
」
の
2
つ
の
実
現

を
、
統
一
し
て
め
ざ
す
運
動
の
考
え
方

の
こ
と
。
と
言
っ
て
も
、
漢
字
が
　
個

も
並
ぶ
堅
い
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
、
具
体

的
に
、
大
阪
・
貝
塚
市
の
生
活
保
護
職

場
で
の
業
務
改
善
の
取
り
組
み
、奈
良
・

大
和
郡
山
市
清
掃
支
部
非
正
規
分
会
の

取
り
組
み
、
大
阪
・
吹
田
市
職
労
の
窓

口
業
務
民
間
委
託
撤
回
の
取
り
組
み
の

事
例
か
ら
考
え
よ
う
。（
紙
面
の
関
係

で
、
こ
こ
で
は
大
和
郡
山
市
の
事
例
を

紹
介
し
ま
す
）

奈
良
・
大
和
郡
山
市
清
掃
支
部

非
正
規
分
会
の
取
り
組
み

　
同
市
清
掃
職
場
で
は
民
間
委
託
や

直
営
部
分
で
も
非
正
規
化
が
進
行
す

る
な
か
、
現
場
の
非
正
規
職
員
た
ち

が
日
々
雇
用
で
交
通
費
支
給
な
し
、

一
時
金
も
な
し
、
最
賃
ギ
リ
ギ
リ
の

生
活
を
何
と
か
し
よ
う
と
労
働
組
合

を
結
成
し
た
。
そ
し
て
労
働
組
合
の

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
交
流
集
会
に
参
加

し
た
と
き
、
他
市
の
清
掃
職
場
の
福

祉
収
集
に
学
び
、
障
害
者
・
高
齢
者

宅
に
一
声
か
け
て
戸
口
収
集
を
行
う

「
に
こ
や
か
収
集
」
は
じ
め
、「
自
治

会
の
清
掃
活
動
へ
の
参
加
・
収
集
」

「
私
有
の
空
き
地
の
草
刈
り
」
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
を
組
合
か
ら
大
和

郡
山
市
当
局
に
提
案
し
た
。
日
々
雇

用
で
交
通
費
支
給
が
な
か
っ
た
の
で

非
正
規
職
員
の
ほ
と
ん
ど
が
市
内
在

2
月
4
日
、滋
賀
自
治
労
連
は
2
0
2
3
年
度
中
央
委
員
会
を

開
催
し
、   

春
闘
方
針
を
確
立
。
以
下
、
学
習
会
の
概
要
と
各
職

場
か
ら
の
発
言
の
一
部
（
要
旨
）
を
紹
介
し
ま
す
。
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一致する要求で団結し、物価高騰と
低賃金から生活と権利を守り、
公共を住民の手に取り戻そう！平和な世界をつくろう！！

一致する要求で団結し、物価高騰と
低賃金から生活と権利を守り、
公共を住民の手に取り戻そう！平和な世界をつくろう！！

学
習
会
「
民
主
的
自
治
体
労
働
者
論
」

〜
役
割
と
存
在
に
確
信
を
持
っ
て
、

                     

要
求
実
現
の
運
動
に
足
を
踏
み
出
そ
う
〜

滋賀自治労連 2023年度中央委員会で
                2 4春闘方針 を確立 

物 価 高 騰 と 地 域 間 格 差 を 吹 き 飛 ば せ ！

 24

10

住
で
、
町
内
会
の
役
員
を
し
て
い
る

人
も
い
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
ゴ
ミ
出

し
の
不
便
を
耳
に
し
て
い
た
こ
と
も

背
景
に
あ
っ
た
。

　
実
際
に
始
め
て
み
る
と
、「
委
託
な

ら
、
障
害
者
と
か
高
齢
者
な
ど
の
個

人
情
報
が
出
し
に
く
い
」「
委
託
な
ら
、

通
常
の
ゴ
ミ
収
集
以
外
の
こ
と
を
頼

め
ば
別
途
契
約
と
予
算
が
必
要
」
と

自
治
体
直
営
な
ら
で
は
の
強
み
も
発

揮
し
、
住
民
や
議
員
か
ら
高
い
評
価

が
寄
せ
ら
れ
、
市
長
か
ら
も
表
彰
さ

れ
た
。

　
こ
う
し
た
市
民
や
議
会
か
ら
の
評

価
と
信
頼
を
背
景
に
、
労
働
条
件
の

抜
本
的
改
善
を
堂
々
と
要
求
。
不
安

定
な
日
々
雇
用
の
臨
時
職
員
か
ら
継

続
雇
用
の
嘱
託
職
員
へ
と
見
直
さ
れ
、

念
願
の
通
勤
手
当
支
給
は
じ
め
、
賃

金
改
善
、
一
時
金
支
給
、
社
会
保
険

加
入
を
勝
ち
取
っ
た
。
何
よ
り
大
き

な
成
果
は
、全
面
民
間
委
託
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
、
直
営
の
清
掃
作
業
の
存
続

を
勝
ち
取
っ
た
。
ま
さ
に
職
場
要
求

と
住
民
要
求
の
前
進
を
統
一
的
に
取

り
組
ん
だ
「
民
主
的
自
治
体
労
働
者

論
」
の
実
践
例
だ
。

自
治
労
連
の
２
つ
の
魅
力
を

今
こ
そ

　
猿
橋
氏
は
最
後
に
、「
民
主
的
自
治

体
労
働
者
論
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
、

市
民
の
願
い
と
働
き
が
い
が
あ
る
職

場
・
自
治
体
を
つ
く
ろ
う
。
自
治
労

連
結
成
の
原
点
で
あ
る
『
自
治
体
・

公
務
公
共
職
場
に
働
く
、
す
べ
て
の

労
働
者
の
団
結
の
母
体
』
と
し
て
の

役
割
を
今
こ
そ
発
揮
し
、
未
加
入
の

仲
間
に
共
同
の
運
動
を
拡
げ
る
と
と

も
に
、『
労
働
組
合
に
入
っ
て
、
切
実

な
要
求
の
実
現
を
』
の
呼
び
か
け
と
、

働
き
か
け
を
強
め
よ
う
」
と
講
演
を

結
ん
だ
。

猿橋　均さん

　
昨
年
の
年
末
確
定
闘
争
で
は
給
料
表

を
国
・
県
並
み
に
戻
す
こ
と
を
勝
ち

取
っ
た
が
、
人
事
評
価
の
結
果
が
標
準

で
4
号
昇
給
す
る
と
こ
ろ
2
号
し
か
昇

給
し
な
い
と
い
う
「
転
換
号
給
」
と
い

う
賃
金
抑
制
策
が
導
入
さ
れ
た
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、

給
与
改
定
の
4
月
遡
及
で
の
「
差
額
支

給
」
と
新
た
に
勤
勉
手
当
の
支
給
を
勝

ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
各
児
童
ク
ラ

ブ
で
は
組
合
が
頑
張
っ
て
交
渉
し
て
勝

ち
取
っ
た
成
果
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

て
、
支
援
員
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

の
加
入
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

や
は
り
勝
ち
取
っ
た
成
果
を
知
ら
せ
、

組
合
運
動
を
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
事
だ
。

　
住
民
の
当
た
り
前
の
生
活
を
支
え
て

い
る
の
は
私
た
ち
公
務
の
仕
事
だ
と
い

う
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
物
価
高
騰
に

負
け
な
い
生
活
給
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

運
動
を
強
化
し
た
い
。

　
大
津
市
労
連
　
前
川

　ひ
ろ
美
さ
ん

6
町
一
体
で
の
連
帯
し
た

運
動
の
継
続
と
発
展
を
！

　
昨
年
の
確
定
闘
争
で
は
、
基
本
給

に
つ
い
て
は
正
規
・
非
正
規
を
問
わ

ず
4
月
に
遡
及
し
て
の
支
給
を
勝
ち

取
っ
た
。
し
か
し
、
今
な
お
続
く
歴

史
的
な
物
価
高
に
対
し
て
、
人
勧
準

拠
の
壁
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
生
計
費
原
則
に
追
い
付
か

な
い
ば
か
り
か
、
た
だ
で
さ
え
地
域

手
当
の
な
い
本
町
で
は
、
大
幅
賃
上

げ
に
つ
な
げ
て
い
く
運
動
を
今
後
も

継
続
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
感

じ
て
い
る
。
特
に
地
域
手
当
に
つ
い

て
現
時
点
で
は
、
条
例
化
に
も
至
っ

て
い
な
い
。
滋
賀
自
治
労
連
が
中
心
と

な
り
取
り
組
ん
で
い
る
6
町
一
体
で

の
連
帯
し
た
取
り
組
み
を
、
2
0
2
4

年
も
ぜ
ひ
継
続
し
て
更
な
る
発
展
を

お
願
い
し
た
い
。
そ
の
他
に
は
、
課
長

補
佐
級
管
理
職
手
当
の
増
額
な
ど
も
勝

ち
取
っ
た
。
今
後
は
子
育
て
世
代
の
仲

　
去
年
の
　
月
に
取
り
組
ん
だ
「
一
言

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
は
、1
5
0
人
ぐ
ら
い

か
ら
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
育
休
取
得
の

代
替
職
員
が
全
然
こ
な
く
て
職
場
が
疲

弊
し
て
い
る
」「
年
度
当
初
か
ら
欠
員
が

出
て
い
る
」「
増
え
続
け
る
業
務
量
に
見

合
っ
た
増
員
が
行
わ
れ
て
い
な
い
」「
特

定
の
職
員
に
負
担
が
重
な
っ
て
い
る
」

「
休
み
が
全
然
取
れ
な
い
」
等
々
の
深
刻

で
切
実
な
内
容
だ
。
特
に
資
格
専
門
職

や
技
術
系
の
職
員
の
欠
員
の
状
況
は
酷

い
。
年
度
途
中
に
特
別
募
集
と
か
前
倒

し
採
用
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
複

数
の
職
種
で
欠
員
が
埋
ま
ら
な
い
。

　
一
方
、
県
で
は
基
本
的
に
男
性
職
員

が
育
休
を
申
請
す
れ
ば
必
ず
取
れ
る
よ

う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
取

得
さ
れ
た
方
の
周
り
の
負
担
が
す
ご
く

増
え
て
い
る
。
根
底
に
は
歪
な
年
齢
構

成
の
問
題
も
あ
り
、
若
年
層
が
極
端
に

多
い
反
面
、   

歳
代
と
か
の
経
験
者
が
極

端
に
少
な
く
、
と
り
わ
け
係
長
級
へ
の

負
担
増
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
災
害
や

感
染
症
へ
の
対
応
は
じ
め
、
緊
急
時
に

も
誰
も
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
を
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
、
住

民
の
た
め
に
良
い
仕
事
が
で
き
る
た
め

に
も
必
要
不
可
欠
だ
。

　       

　
　
滋
賀
県
職
　
谷
田

　誠
さ
ん

11 40

働
き
や
す
い
職
場
、
働
き

が
い
を
持
っ
て
仕
事
が
で

き
る
職
場
が
大
事

　
震
災
が
発
生
す
る
と
給
水
活
動
の
応

援
が
全
国
か
ら
駆
け
つ
け
る
。
た
だ
、

い
く
ら
応
援
が
来
て
も
、
現
場
の
受
入

れ
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
と
復
旧
活
動

は
す
ご
く
遅
れ
る
。
特
に
、「
ど
こ
ど

こ
で
給
水
活
動
を
で
き
る
場
所
が
あ
り

ま
す
」「
こ
こ
か
ら
こ
こ
ま
で
の
間
は

水
が
使
え
ま
す
」
等
の
よ
う
な
こ
と
を
、

い
か
に
早
く
職
員
が
把
握
し
て
、
情
報

を
共
有
し
て
給
水
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
が
重
要
だ
。

　
し
か
し
、
現
場
で
は
、
実
際
に
は
人

手
が
足
り
て
い
な
い
こ
と
や
、
職
員
が

専
門
で
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
水
道
の
状
況
が
分
か
ら
な
い
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
た
。

　
大
津
市
で
も
広
域
化
で
1
つ
の
浄
水

場
が
受
け
持
つ
エ
リ
ア
は
非
常
に
大
き

く
な
る
。
1
つ
の
浄
水
場
で
5
万
件
、

　
万
件
の
規
模
に
な
る
と
、
災
害
時

に
は
ど
こ
で
水
道
が
漏
れ
て
、
ど
こ
を

止
め
た
ら
ど
う
な
る
か
が
把
握
す
る
の

が
難
し
く
な
る
。
応
援
で
他
の
自
治
体

か
ら
来
た
職
員
が
見
て
す
ぐ
に
分
か
る

も
の
で
は
な
い
。
同
じ
よ
う
な
震
災
が

大
津
市
で
も
起
こ
っ
た
ら
、
い
つ
復
旧

で
き
る
の
か
時
間
が
か
か
る
の
で
は
と

非
常
に
危
惧
し
て
い
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
普
段
か
ら
技
術
職
の

職
員
が
極
力
働
き
や
す
く
、
働
き
が
い

を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
る
体
制
を
作
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
、
こ
れ
か
ら
は
特
に
訴
え
て
い
き

た
い
。以
前「
保
育
園
落
ち
た
日
本
死
ね
」

と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、「
給
水
で
き

な
い
大
津
市
死
ね
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

　    

大
津
市
労
連
　
菅
原

　藤
了
さ
ん

10　
他
の
自
治
体
で
も
中
途
退
職
が
多
い

と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
て
衝
撃

を
受
け
た
。
自
分
の
周
り
で
も
「
働
き

づ
ら
い
」
と
辞
め
て
い
っ
た
先
輩
や
同

僚
が
い
る
が
、
人
材
の
流
出
は
市
役
所

に
と
っ
て
本
当
に
損
失
だ
。組
合
で
も
、

市
当
局
に
そ
の
問
題
を
指
摘
し
た
が
、

家
庭
や
健
康
の
理
由
や
そ
の
人
の
「
転

職
の
ス
テ
ッ
プ
」
等
と
言
い
、
人
材
の

流
出
に
危
機
感
が
感
じ
ら
れ
ず
、
そ
の

こ
と
に
大
変
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。

　
な
ぜ
辞
め
て
い
く
の
か
、
ど
こ
が
悪

い
の
か
、
そ
う
い
っ
た
問
題
を
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
い
い
の
か
、
こ
う
い
う
人

た
ち
に
ど
う
や
っ
て
寄
り
添
っ
て
い
け

る
の
か
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
を
、
も
っ

と
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。
他
の

自
治
体
の
方
と
も
一
緒
に
考
え
て
、
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
作
り
を
進
め
た
い
。

　
　 

大
津
市
労
連
　
清
河

　紗
千
さ
ん

間
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
子
育
て
支
援
時
間
が
導
入
で
き
な

い
か
等
、
交
渉
を
進
め
た
い
。

　
　 

日
野
町
職
労
　
　
岡 

健
吾
さ
ん

職
員
は
市
民
の
財
産
。

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

作
り
を
進
め
た
い
！

7
年
連
続
増
員
も
欠
員
埋
ま
ら
ず
。

職
場
・
世
代
間
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

解
消
こ
そ
急
務
！

各
職
場
か
ら
の
発
言

勝
ち
取
っ
た
成
果
を
知
ら
せ

組
合
員
を
増
や
そ
う
！



【問題】上の絵と下の絵を比べると７カ所
　　　  間違いがあります。どこでしょう。

▶ WEBで
簡単応募が
できます

《
３
４
８
号
（
二
次
締
切
）

　
　
　
　
　
　
　 

当
選
者
３
名 

》

田
中
　
麻
紀
子
様   

大
津
市
労
連

下
濃
　
久
美
子
様   

大
津
市
労
連

弓
削
　
章
様   

　
　
滋
賀
県
職

《
３
４
９
号
（
一
次
締
切
）

                    

当
選
者
１
名 

》 

　

（
一
次
締
切
）
3
月
　
日
（
木
）

（
二
次
締
切
）
3
月
　
日
（
日
）

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
。（
一
次
締

切
日
を
過
ぎ
て
郵
送
さ
れ
た
方

に
も
当
選
権
あ
り
。
二
次
締
切

当
選
者
は
翌
々
月
号
に
発
表
）

小
西
　
将
寛
様   

　
滋
賀
県
職

《
前
号
の
正
解
》

　
　
　
　
　
　
ユ
キ
ゲ
シ
ョ
ウ

【
応
募
方
法
】

　
W
E
B
・
ハ
ガ
キ
又
は

F
A
X
で
。答
え
、住
所
、氏
名
、

単
組
名
、
職
場
の
で
き
ご
と
、

話
題
、
家
族
の
た
よ
り
な
ど
、

ひ
と
こ
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

（
匿
名
不
可
）

【
送
り
先
】

〒
５
２
０̶

０
０
５
１

大
津
市
梅
林
一
丁
目
３ ̶

滋
賀
県
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合

F
A
X
０
７
７（
５
２
７
）５
５
２
２

30

2131

　◎
最
近
、
仲
間
（
組
合
員
）
が
増

え
ま
し
た
。
声
を
形
に
で
き
る
よ
う
、

一
緒
に
考
え
て
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い

け
た
ら
な
ぁ…

と
思
い
ま
す
。

                

M.
T
  

大
津
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労
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　◎
能
登
半
島
震
災
の
1
日
も
早
い

復
旧
復
興
を
お
い
の
り
し
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
A.
Y
  

滋
賀
県
職

 

　◎
先
日
、
イ
ベ
ン
ト
で
当
時
2
年
生

の
娘
が
見
つ
け
た
1
8
0
万
年
前
に
生

息
し
て
い
た
ワ
ニ
の
歯
の
化
石
に
つ
い

て
、
寄
贈
し
た
博
物
館
か
ら
企
画
展
を

し
た
い
の
で
、再
度
、娘
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
た
い
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
企

画
展
が
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　
　  

M.
H
  

滋
賀
県
職

　◎
学
校
給
食
週
間
の
時
に
、
感
謝

週
間
と
題
し
て
御
礼
の
気
持
ち
を
児

童
一
人
一
人
か
ら
手
紙
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
自
校
給
食
を
通
じ
て
生
徒

と
繋
が
り
を
持
て
る
こ
と
に
改
め

て
、
こ
ち
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　

　 自 治 体 し が の 仲 間  URL https://shiga-jichiroren.com   第 350号　（２） 2024年 3月１日（土）

　2024 年 1 月 1 日 16 時 10 分に、石川
県能登地方を震源にマグニチュード 7.6
の地震が発生し、大きな被害が発生しま
した。また、東日本大震災（2011 年 3
月 11 日発生）から 13 年が経過しようと
しています。
　近年、災害救助報道で自衛隊がクロー
ズアップされることが増えています。自
衛隊法 83 条に基づく災害派遣で、「都道
府県知事その他政令で定める者は（中略）
必要があると認める場合には、部隊等の
派遣を防衛大臣又はその指定する者に要
請することができる」「防衛大臣又はその
指定する者は（中略）部隊等を救援のた
め派遣することができる」と規定してお
り、派遣するか否かは自衛隊の裁量です。
自衛隊の任務は「我が国の平和と独立を
守り、国の安全を保つため、我が国を防
衛すること」「必要に応じ、公共の秩序
の維持に当たる」ことであり（自衛隊法
3 条 1 項）、当然のことながらこちらの
任務が優先されます。
　では、さきの太平洋戦争ではどうだっ
たのでしょうか。1944 年 12 月 7 日午後
1 時 35 分ごろ、熊野灘沖を震源とする
M7.9 の地震が発生しました。震度 7 は
愛知県西尾市、静岡県菊川市、袋井市な
どと推定され、津波は 8～ 10 メートル、
「昭和東南海地震」と呼ばれ、南海トラ
フ巨大地震の一つです。
　和歌山、愛知、静岡などで 1200 人以
上が死亡、約 2 万棟の家屋が全壊したと
推定され、市町村別で最も死者が多かっ
た愛知県半田市では、中島飛行機半田製
作所（以下「中島」）山方工場が倒壊し、
半田市全体の死者数 188 人中 153 人
（81％）が中島で被災した人たちでした。
そのうち 96 人は動員学徒（労働力不足
を補うため動員された中学生以上の生
徒・学生、遠くは京都や松江などからも

動員されていた）だったといいます。山
方工場は、紡績工場を買収して転用した
もので、飛行機工場としては狭く、間仕
切りや柱を取り除くなどして空間を確保
しており、「耐震性を無視した改装工事
が倒壊の原因になった」という説もあり、
多くの人々が倒壊したレンガ壁の下敷き
になり死亡しています。
　憲兵隊がすっ飛んできて、被害調査
のため現地に入った名古屋地方気象台
の職員や名古屋帝国大学の研究者らを
捕まえ、「調査なんかする必要はない」
と言って被害状況を隠蔽し報道管制を
行っています。
「米軍にこっちの基地が壊れたとか、要

塞がなくなったとか、トーチカがなく
なったと分かれば、すぐにでも上陸して
くる、それを隠したかった」「被害状況
が報道されないから、救援や全国からの
支援が行われずはずもなく、誰が一番ひ
どいことになったかというと、家の下で
助けてって言っているおばさんや子ども
やら」（はんだ郷土史研究会代表・西ま
さるさん）という状態でした。
　そして、37 日後の 1945 年 1 月 13 日
に直下型の三河地震（M6.6）が発生し、
半田市で 12 人が犠牲になり、その後、7
月 15 日と 24 日に大規模空襲を受け中島
は壊滅的打撃を受け、2 度の空襲で市民
が少なくとも 264 人が死亡し、多数の重
傷者を出しました。
　これらの犠牲者を追悼・慰霊するため、
半田市中心部の雁宿公園には、「追憶之
碑」（1950 年：半田地区の震災殉難学徒
48 人の慰霊）、「殉難学徒之像」（1959 年：
震災殉難学徒 97 人の追悼）、「半田・戦
災犠牲者追悼平和祈念碑」（1995 年：軍
需工場での震災犠牲者、空襲犠牲者、動
員中の労災死亡者 432 人を追悼）が建っ
ています。

く ら し と 統 計
電車内の迷惑行為
座り方、せき・くしゃみ

 ― 軍隊は被災者を救助しない ―
隠 蔽 さ れ た 大 震 災 、 昭 和 東 南 海 地 震

　日本民営鉄道協会が発表した「２０２３年
度　駅と電車内の迷惑行為ランキングでは、
「座席の座り方」（37.１％）が昨年に続き１位
となりました。２位の「周囲に配慮せず、せき
やくしゃみをする」（33.５％）は、昨年の５
位から急上昇しています。感染防止の行動規範
が緩む一方、依然多くの人が警戒を続けている
ことが分かります。３位は「乗降時のマナー」
（31.３％）、４位は「騒々しい会話・はしゃぎ
まわり」（30.３％）でした。乗降時のマナーでは「扉付近から動かない（乗
降を妨げるなど）」が断トツでした。端で見ていても格好悪いものです。

話 題 の 映 画 『ネクスト・ゴール・ウィンズ』
 幸せいっぱいの初勝利
    タイカ・ワイティティ監督

　世界最弱といわれた米領サモア・サッカー代表チームが 2014 年ワール
ドカップ地域予選で、公式戦初ゴールと初勝利を飾った奇跡的な実話の映画
化。挫折や悲しみを味わったからこそ得られる幸せや他者への優しさを、ユー
モアとサッカー愛をたっぷり盛り込んで描きます。
　感情の抑制が効かない孤独な監督と、のどかな島国の選手たち。両者はぶ
つかり合いながらも、少しずつ距離を縮め、いよいよ予選が始まります。ト
ランスジェンダーとして世界で初めて公式戦に出場した選手や南太平洋の
人々の生き方にも心が引かれます。                      ２月23日より全国公開。

　
　   

　 

　
H.
T
  

日
野
町
職
労

　◎ 

前
回
、
図
書
カ
ー
ド
が
当
た
り

職
場
の
机
の
上
に
お
い
て
あ
る
の
を

見
て
、
同
僚
が
良
か
っ
た
ね
！
と
自

分
の
こ
と
の
よ
う
に
言
っ
て
く
れ
た

言
葉
が
温
か
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
当
た
る
と
良
い
な
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